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様式第 5 号（第７条関係） 

令令和和 55 年年度度日日本本赤赤十十字字九九州州国国際際看看護護大大学学奨奨励励研研究究報報告告書書  
整理 
番号 

＃（23-3） 
奨励・指定 

研 究 代 表

者氏名 木村涼平 
 
職位 講師 

 
研 
究 
組 
織 

氏 名  職 位 役割分担 

研究代表者：木村涼平 講師 
キーワード・検索データベースの

選定、検討、レビュー、論文作成 

研究分担者：梶原弘平 准教授 
キーワード・検索データベースの

選定、検討、論文内容確認 

伊藤明子 教授 
キーワード・検索データベースの

選定、検討、論文内容確認 

中山晃志 教授 
キーワード・検索データベースの

選定、検討、論文内容確認 

櫻本秀明 教授 
キーワード・検索データベースの

選定、検討、論文内容確認 

原田紀美枝 准教授 
キーワード・検索データベースの

選定、検討、論文内容確認 

福島綾子 講師 
キーワード・検索データベースの

選定、検討、レビュー 

宇都宮真由子 助教 
キーワード・検索データベースの

選定、検討、論文内容確認 

吉原駿 助教 
キーワード・検索データベースの

選定、検討、論文内容確認 

多川綾子 図書館司書 
キーワード・検索データベースの

選定、検討、妥当性の検証 

白倉理絵 図書館司書 
キーワード・検索データベースの

選定、検討、妥当性の検証 
研究課題名 

VR 映像を用いた防災教育に関するスコーピングレビュー 
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研究実績の概要 
（抄録程度の研究の目的、方法、考察、結果を記載してください。） 
【目的】減災教育における 活用の現状， シナリオと災害の種類， プログラムにおける
ユーザーインタラクティビティについて，スコーピングレビューの手法を用いて調査し，研究ギ
ャップを明らかにする。
【方法】 を用いた減災教育の実態を包括的に調査した。 と の方法論的フレ
ームワークおよび の報告ガイドラインに従い、スコーピングレビューを行った。
プロトコルは に登録した。 ， ，

，医中誌 の各データ
ベースの開始日から 年 月 日まで検索した。適格基準は を用いた防災・減災教育
に関する研究で，研究デザインや国，言語は限定しなかった。除外基準は ，論説・
解説，総説，全文が掲載されていない学会抄録，非学術誌に掲載された論文とした。
【結果】 件が抽出された。重複を除外後， 件をスクリーニングし， 件の論文を全文評
価した。研究デザイン，出版タイプ，結果の相違により 件が除外され，最終的に 件の論文
が抽出された。実施国は 件は東アジア， 件はオーストラリア， 件は北米で実施され，残り
は不明であった。災害の種類は化学，放射線，爆発，火災，地震であり， シナリオは災害現
場からの避難や避難時の応急処置，患者搬送訓練，トリアージ，除染などの技能訓練に関するも
のであった。このうち， によるユーザーインタラクティビティを確認した研究は 件であっ
た。 件中 件の シナリオは，医療従事者や看護学生などの専門家を対象としていた。
【考察・結論】減災のための トレーニングは，専門家向けのプログラムが主流であり，これ
らのプログラムが による減災教育の効果と重要性を示している。しかし，一般市民を教育対
象とした研究が不足しており，市民の減災教育の課題が示唆された。特に後発開発途上国では研
究が実施されておらず，地域特有の問題に対処するための包括的なアプローチが必要となる。災
害対応能力を高めるためには，市民にも減災教育を普及させることが重要であり， を活用し
た教育プログラムがその一翼を担える可能性がある。  
 

研究発表の方法 （大学紀要もしくは学会誌であれば誌名、ならびに投稿時期を記載する） 

論文 
Kimura R, Fukushima A, Kajiwara K, et al. (November 20, 2024) Scoping Review of 
Virtual Reality (VR)-Based Disaster Mitigation Education. Cureus 16(11): e74062. 
doi:10.7759/cureus.74062 
 
ポスター発表 
VR を活用した減災教育に関するスコーピングレビュー：木村 涼平, 福島 綾子, 梶原 
弘平, 櫻本 秀明, 吉原 駿, 原田 紀美枝, 中山 晃志, 伊藤 明子, 第 44 回日本看護科学

学会学術集会 2024 年 12 月 8 日. 
 


